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１．問題の所在

筆者は、昨年の日本社会科教育学会全国研究大会（第61回大会、
北海道教育大学札幌校）において、社会系教科教育の原発問題
への取組みについて発表した。

その中で、これまでのエネルギー資源教育について、国策とし

てのエネルギー資源教育の問題やこれに荷担しかねない学校・
教師の危うさ等について指摘した。特に、文部科学省の原子力
推進教育について、その問題点を挙げて批判的考察を加えた。
しかし、充分に議論するものではなかった。

そこで、本発表では、文部科学省の原子力関連の副読本を中心

に批判的考察を行う。その上で、筆者のエネルギー資源教育の
枠組を提示して、これに基づく公民科の教職科目での実践を紹
介する。



2.対象副読本等

文科省の№１『わくわく原子力ランド』№２『チャレンジ！原子力ワー
ルド』（旧副読本）とするが、現在はホームページから削除されている。
これらについては、前回に問題点の指摘を行っており、また、№６でも
取り上げられているので、今回は、特に、文科省の№３－４の「放射線」
に関する副読本（新副読本）について、№６及び№７を取り上げながら、
批判的検討を行う。



３．文科省旧副読本の批判的検討

文科省の旧副読本（小学生用の『わくわく原子力ランド』や中学生用
『チャレンジ！原子力ワールド』）

*1 文部省と経産省資源エネルギー庁の共同である。



(1)小学校『わくわく原子力ランド』（全42頁）

構成 １．パート１
電気と原子力発電について調べてみよう

２．パート２
原子力についてもっと調べてみよう

概要 児童の家庭で使われている電気製品を調べさせて、
そこから水、風、光、熱、電気のエネルギーにつ
いて触れ、それらのエネルギーから電気を作る簡
単な体験学習が設定されている。その上で、火力、
原子力、水力、風力、太陽光、地熱による発電に
ついて説明し、エネルギー資源の少ない日本は温
暖化問題も考えれば原子力発電が必要だと展開し、
原発数、原発のようす、その安全対策、原発事故
の教訓から学ぶなど、広範にわたって説明してい
る。

原子と核分裂や原子炉を説明した上で、ウラン燃
料やそのリサイクル、MOX 燃料とプルサーマル、
高レベル放射性廃棄物処理についても解説してる。
放射線の種類や性質、身の回りの放射線や放射線
の利用についても紹介している。

特色 イラストや図版、写真、グラフや表などを多用して説明している。小学校高学年用だと思われるが、
大人が読んでもかなりの読み物で情報量も多い。

問題点 目的は原発の賛同者を育成する内容で有り、原子力や原発に関わる問題点を極力抑えた内容となっ
ている。特にエネルギー自給率という点で「原子力の燃料であるウランは、一度輸入すると長期間使
え、またリサイクルできるため、国産に近いものとして考えることができます」（13 頁）と記述し
ている。

「原子力発電所をたてるときは、過去の地震や地質などの調査を行います。その上で、ふつうの地
面よりもしっかりした地盤の上に建て物をつくります。もし地震が起きたとしても、放射性物質をあ
つかう原子炉などの重要な施設は、まわりに放射性物質がもれないよう、がんじょうに作り、守られ
ています（略）」（24 頁）と記述している。
またプルトニウムの処分に苦心し、MOX 燃料を軽水炉で燃やす危険なプルサーマルを始めた経
緯や、日本各地の原発の多くが活断層の上にあること、しかも、充分な地震や津波対策がされ
ていなかったことを確認するだけでも、2010 年2月段階で、こうした記述は許されない。



(2)中学校『チャレンジ！原子力ワールド』（50頁）

構成 概要 問題点

1日本と世
界のエネル
ギー事情を
知ろう

私たちのくらしと電気、日本と世界のエネル
ギー事情、エネルギー利用を考えるための４
つの視点（有限性、安定確保、自給率改善、
地球環境に優しい）という項目で構成されて
いる。特に、４つの視点からすれば、世界に
広く分布し、クリーンな原子力や自然エネル
ギーの必要性を訴えている。

ウランは一度購入すると長期間使用でき、ま
た、再利用できることから準国産エネルギー
と考えることができるとし、エネルギー自給
率が18％になると記述している（水力は4％）。
しかし、再利用は進んでおらず、また、原子
力は決して地球に優しいエネルギー資源とは
言えない。そもそも、二酸化炭素地球温暖化
説も正しくない。

2いろいろ
な発電方法
の特徴を知
ろう

いろいろな発電方法のしくみと特徴、電源の
ベストックス

火力発電と原子力発電とを比較して、二酸化
炭素の発生、大量の燃料、有限性の観点から
火力の問題点を指摘し、原子力を強調してい
る。また、自然エネルギーについても長所を
述べつつも、天候、設置場所や面積の問題を
指摘している。原発については放射性廃棄物
の処理しか問題を挙げていない。

3原子の世
界を探ろう

原子とは、原子の成り立ち、核分裂のしくみ 原子力発電と原子爆弾の違いを説明し「さま
ざまなちがいがある」としているが、原発の
技術が原爆に応用できることは書いていない。

4放射線の
世界を探ろ
う

放射線の基礎知識、放射線を体験してみよう、
放射線の利用

外部被曝をメインにして説明し、内部被曝に
ついては食物から年0.29m㏜ということしか
書いていない。海洋への放出についても書い
てない。放射線の医療や研究、産業での利用
についても解説し、放射線が身近で日常的に
接している物質であるという記述となってい
る。



構成 概要 問題点

5原子力発電
のしくみと
特徴を知ろ
う

原子炉のしくみ、原子力発電所の安全対策
と地震対策、原子力施設で事故が起きた場
合の防災対策、核燃料サイクル、放射性物
質の処理・処分

安全や地震対策については「五重のかべ」を
強調しているが、ペレットや燃料棒は壁と言
うのは問題である。地震対策についても、
「想定されることよりもさらに十分な余裕を
持つ」ように設計されていると書いているが、
事故後には「想定外」を連発している。また、
チェルノブイリの事故による死者を31人とし
て、他は放射線による病気で多くの人が苦し
んだとしているだけである。

6原子力発電
の今とこれ
からを知ろ
う

日本と世界の原子力発電の今・未来、未来
に向けて進められているさまざまな研究

原発には長所・短所があることを認めつつ、
「もんじゅ」の研究による発電計画を述べて
いるが、もんじゅは、問題だらけで現在は廃
炉となる見通し。また、地球温暖化と電力安
定供給から世界的に原発が見直されていると
述べているが、事故後は世界は脱原発に向
かっている。

最後に：学
習したこと
をまとめて
討論しよう

ディベートを通して考える原子力発電の役
割
論題「日本は原子力発電を廃はいし止すべ
し、是か非か」

比較的、是非の見解が示されている。否の方
が１点だけ観点が多い。

資料編 原子力の歴史と平和利用の取り組み、他の
中学校の取り組みを見てみよう（つくば市
立豊里中学校、美浜町立美浜中学校）、各
種コンクールの紹介、原子力・エネルギー
学習に役立つ主な教材・資料、原子力・エ
ネルギー学習に役立つ情報源

原発立地地域の美浜中の実践例は、関西電力
担当者による安全対策の話と、美浜原子力防
災センターでの災害発生時の避難方法の話を
聞いているが、推進主体の話だけでは極めて
問題である。資料編には原子力関係機関の紹
介が目白押しとなっている。

続き



(2012年10月14日)

小学校用 中学校用 高等学校用

４．文科省新副読本の批判的検討



(1)新副読本の３校種別内容構成

小・中・高の内容構成を確認すると、「はじめに」で今回の原発事
故に触れ、その上で「放射線に関する基礎知識」「放射線の利用」
「放射線の影響」「放射線の測定」「放射線の管理と防護」「参考
Webサイト」から構成されている。



(2)新副読本の３校種別考察

①「文科省放射線読本を検証する」
（原子力教育を考える会 & 反原発出前のお店（高木学校・TEAM高木）

新読本については、以下の資料を取り上げて考察を行う。

②「放射線と被ばくの問題を考えるための副読本」
（福島大学放射線副読本研究会）

1)小学校副読本「放射線について考えよう」

2)中学校副読本「知ることから始めよう放射線のいろいろ」

3)高等学校副読本「知っておきたい放射線のこと」



(4)補足①－新副読本作成の請負組織

社会正義、公益、公共善に反する行為、陳謝ですむ問題か！！



(3)補足②－新副読本の作成委員

委員会 氏名 肩書(発刊時) ポイント

委 員 長 中村 尚司 東北大学名誉教授 文科省放射線審議会前会長で厚労省の放射性物質
の食品規制値に関し、関係学会に投稿呼びかけ。

副委員長 熊野 善介 静岡大学教育学部教授 日本エネルギー環境教育学会会長、理事として電
事連の広報部長や電力中央研究所の上席研究員も。

委 員 飯本 武志 東京大学環境安全本部准教授 環境放射能、放射線計測の論文多い。電力中央研
究所研究員の履歴あり。原子力安全委員会専門員

〃 大野 和子 京都医療科学大学医療科学部教授／社団法人日本
医学放射線学会

2011年5/27の参院予算委員会の参考人。人体のリ
ペア機能を主張。「単一民族」発言に驚き。

〃 甲斐 倫明 大分県立看護科学大学教授／日本放射線影響学会 ICRP委員。日本原子力学会会員。NHK「追跡!真
相ファイル低線量被ばく…」に提訴状。

〃 高田 太樹 中野区立南中野中学校主任教諭／全国中学校理科
教育研究会

〃 永野 祥夫 世田谷区立用賀中学校主幹教諭／全日本中学校技
術・家庭科研究会

〃 野村 貴美 東京大学大学院工学系研究科特任准教授／日本放
射線安全管理学会

工業分析化学。放射線に関する実験研究のよう。
学会会長。

〃 藤本 登 長崎大学教育学部教授 日本エネルギー環境教育学会理事。技術教育、エ
ネルギー環境教育学教育の論文。

〃 諸岡 浩 西東京市立碧山小学校校長／全国小学校生活科・
総合的な学習教育研究協議会

当協議会の事務局役員。

〃 安川 礼子 東京都立小石川中等教育学校主任教諭／日本理化
学協会

国立科学博物館や東京電力主催の面白科学倶楽部
などで、小中学生対象の実験教室の講師を務める。

〃 米原 英典 独立行政法人放射線医学総合研究所放射線防護研
究センター規制科学研究プログラムリーダー

我々人類始まって以来、ずっと放射性カリウムの
入った母乳を子どもに飲ませている。

〃 渡邊 美智子 茨城県土浦市立山ノ荘小学校教諭／全国小学校社
会科研究協議会

『わくわく原子力ランド』を作成した委員会の委
員でもあった。



冊子 目的 筆者考察

文科省

新副読
本

東北地方太平洋沖地震（M9）によって東京電力（株）福島第一原子力発電所
で事故が起こり、放射性物質が大気中や海中に放出された。/ 発電所周辺地域
では、放射線を受ける量が一定の水準を超える恐れがある方々が避難するこ
ととなり、東日本の一部の地域では、水道水の摂取や一部の食品の摂取・出
荷が制限された。/皆さんの中にも、放射線への関心や放射線による人体への
影響などについての不安を抱いている人が多いと考え、放射線について解
説・説明した副読本を作成した。/この副読本では、放射線の基礎知識、人体
への影響、測定器の利用方法、事故が起きた時の心構え、色々な分野で利用
されている放射線の一面などについて解説・説明をしている。

文科省の新副読本は、３校種ごとに副読本と指導書が
出されているが、校種により内容の程度（詳しさ）は
異なるが、内容はほぼ同じで「放射線に関する基礎知
識」「放射線の利用」「放射線の影響」「放射線の測
定」「放射線の管理と防護」「参考Webサイト」から
構成されている。はじめにで原発事故について記載し
ているが、本編では、「放射線」という視点から、そ
の身近さや利用について書くものの、事故により発生
した事例や教材を取り上げることが殆どされていない。
SPEEDIに関する問題についても触れず、自省無し。

文科省
放射線
読本を
検証す
る

政府は莫大な予算を組み、原子力教育を推進しており、学校では「総合的な
学習の時間」の中に「エネルギー・環境教育」を取り込み原子力発電につい
て教える所も増えてきた。総合用の多くの教材が、無料で広く配布され、推
進側のHPも数多く紹介されている。これらの教材の共通点は、不安解消すに
主眼がおかれ、原子力の持つ根本的問題点についての充分な記述がなされて
いないという点にある。/原子力政策の負債を引き継がねばならない次代を担
う人たちには原子力について正確な知識を持つことが望まれる。原子力のマ
イナス面をも含めた公正な情報が提供された上でエネルギー政策を選択して
欲しい/当HPでは、調べた教材について共通する問題点を取り上げ、書き直
しや追加すべき箇所等を、ビデオ、本、HPなどの資料を紹介しながら、一緒
に考えてゆきたい。

この副読本検証は、文科省新副読本の小学校児童用(指
導書は検証中)、中学校生徒用・同指導書、高等学校生
徒用・同指導書について、それらの内容構成に合わせ
て批判的に行っている。各々の記述の細部にわたって
検証し、問題点の指摘と訂正や新たなデータの提示を
行っている。新副読本は、モニタリングやSPEEDIの
データが活かされず多くの人々を放射能汚染に巻き込
んだことへの反省が無いことを指摘しているが、こう
した指摘は正しい。新副読本の参考HPについての指摘
がされていないが、各HPについても、学校でアクセス
することを踏まえると検証する必要がある。

放射線
と被ば
くの問
題を考
える副
読本

福島第１原発事故により放射性物質の大量放出で、福島県を中心として広域
な放射能汚染(大気・水・土壌等)。高い放射線量の汚染地域では長期居住制
限となり多くの人々が避難を余儀なくされた。追加被ばく線量限度を超える
被ばく者、避難途中での死亡者、自殺者も出た。東日本各地の人々の日常生
活に多大な悪影響を及ぼした。私たちは長期間被ばく問題と向き合わなけれ
ばならない。文科省の新副読本は事故に関する記述が殆どなく、放射線の身
近さを強調し、健康への影響を過小評価するなど内容の偏向が問題とされて
いる（旧副読本は文科HPから削除）。/原発事故の教訓として、偏重教育・
広報による“減思力”を防ぐ。/研究会メンバーは、学問に携わる者そして被ば
くした生活者として、このような不確実な問題に対する科学的・倫理的態度
と論理を分かりやすく提示したい。/新旧副読本の記述、原発推進派の見解を
積極的に掲載しバランスに配慮して、これらに見られる問題点を指摘する。
このことを通して判断力・批判力を育む工夫をした。より多くの子ども達、
放射能汚染に苦しむ人々、広く一般市民の「放射線と被ばく」を考えるため
の一助になれば幸い。

この副読本は、事故により多大な不利益を被っている
福島県の人々の立場から書かれている。この副読本の
ポイントは、「人工放射線は身近にない」「無用な被
ばくはしないに越したことはない」「低線量被ばくの
影響は解明されていない」「リスクの公平性につい
て」「情報を鵜呑みにしない判断力や批判力を育む」
である。文科省新旧副読本の問題となる記載を例示し
つつ、問題点を指摘し、不足部分（デメリット）につ
いて記述している。原発事故の経緯を要点を押さえ、
放射線や被ばくについて簡潔に記述している。国策と
しての原子力政策や原子力教育を批判し、学習者に公
正さや批判力、判断力、倫理の必要性などを訴え、そ
れを培うための内容となっている。原発立地の歴史
性・受け入れてきた福島県の問題性にも触れる必要が
あろう。

(5)新副読本の３校種別考察のまとめ



新副読本は、「放射線」に焦点化し、社会問題という側面を
隠蔽する記述となっており、こうした副読本で学習させること
は公平性、社会正義、倫理等からしても甚だ問題である。

今こそ、社会系教科教育は、原発事故により発生している
様々な問題を見据え、改めて、グローバルで多角的な視点から
世界や日本の資源・エネルギー政策を問い正し、私たちが資
源・エネルギーとどう向き合い、利用すればよいのかを真剣に
考える学習の構築に取り組む必要がある。ここにこそ、社会系
教科の総合力を発揮することができるのではないだろうか。
改めて、そのための枠組を提示する。

5．命を守るエネルギー資源教育の枠組



(1)エネルギー資源教育の枠組

教育内容の観点 内容 原子力エネルギー

歴史・地理的観点 人間が利用し活用してきたエネル
ギー資源の歴史を概観すると共に、
エネルギー資源の歴史・地理的考
察を行う。

原子爆弾・核実験と原子力の平
和利用から原発ルネサンスまで
の史的考察。世界の核施設や原
発に関する地理的考察等。

政治・経済・法的
観点

エネルギー資源に関する世界や日
本の動向（争奪戦）について政
治・経済、そして法的な観点から
考察する。

原子力の平和利用や原発の推進
について、政治や経済の動向を
考察する。原子力をめぐる政財
官学（原子力村）の構造などに
ついて考察する。

エネルギー政策と
技術の観点

技術革新とエネルギー資源の利用
について考察する。

原子力や原発に関する技術を概
観すると共に、その他のエネル
ギーに関する技術も取り上げ比
較考察する。

生命安全と倫理的
観点

政治経済的利益最優先ではない現
世代と未来世代の命の安全と贈与
を最優先するエネルギー資源の活
用について考察する。

命の安全を最優先した利便性の
追求という価値に基づき、循環
可能なエネルギー活用を行う行
動倫理について考察する。



(2)エネルギー・資源教育の観点

教育内容の
観点

内容例 参考文献

歴史的内容 1953年12月8日、国連総会でアイゼンハワー大統
領による原子力の平和利用が唱えられた。その翌年
3月1日に第五福竜丸事件が起こり、日本では「反
米」「反原子力」の運動が盛んになる。こうした中
で、衆議院議員の正力松太郎（讀賣新聞社主）と
CIAが原子力に好意的で親米的世論を画策した。
こうした、原子力の平和利用と原発推進、同時に

核開発技術の獲得等について歴史的な考察を行う。

*『原発・正
力・CIA』(有馬
哲夫、新潮社、
2008.2)

地理的内容 世界29カ国 431基（合計出力年365,725 MW、
2010年）の原発の位置や立地条件などを考察した
り、日本における原発の位置、立地条件などを考察
する。また、原発震災シミュレーションなどについ
て、GISを活用した防災・避難について考察する。
この他には、食糧資源という観点から、放射能汚

染について、農産物、海産物などについての汚染状
況や食産業の放射能汚染対策についても考察する。

*『原発のウ
ソ』（小出裕章、
扶桑社、
2011.6）

①地理的・歴史的観点



②政治・経済・法的観点

内容の観点 内容例 参考文献

政治・法 歴史的考察の箇所でも触れたが、原発導入の政治
的経緯を考察すると共に、その後の原子力推進政策
の展開を考察する。
例えば、1954年3月2日（第五福竜丸事件翌日）、

中曽根康弘氏によって国会に原子力予算が上程され、
4日には衆院予算委員会を通過している（2億5千万
円)という経緯や田中角栄氏が米国依存からの脱却を
目指した石油と濃縮ウラン獲得の動向、そしてロッ
キード事件による失脚なども考察する。
この他、福島県前知事佐藤栄佐久氏の『知事抹

殺』や『福島原発の真実』での主張も考察すること
で、昨今の国の原発政策が考察できる。

*「原発国家田中
角栄編」（朝日
新聞、
2011.8.16-17）。
この他、「中曽
根康弘編」（7
月17-21）、
「社会党編」
（18-20）
*『知事抹殺』平
凡社 (2009.9) 、
『福島原発の真
実』平凡社
(2011.6) 

経済・法 経済的側面では、特に、電源三法（電源開発促進
税法、電源開発促進対策特別会計法、発電用施設周
辺地域整備法）に関する税金がどのように集められ、
また、電源三法交付金としてどのように動いている
のかなど考察する。交付金が原発立地地域の財政や
経済に与える影響や、地域の人々の生活についても
考察する。
この他、電力会社の地域独占による収益構造やメ

ディア広報戦略などについても考察する。

＊『日本中枢の
崩壊』（古賀茂
明、講談社、
2011.5）



内容構成の観
点

内容例 参考文献

エネルギー政策
と技術

国家や超国家的なエネルギー政策と技術につ
いて考察する。現在や未来のエネルギー政策、
ビジョンが極めて重要であり、次ページで示す
生命の安全と倫理的観点からエネルギー政策を
行い、その価値から様々技術を開発していく必
要がある。
こうした観点から、エネルギー資源としての

枯渇性エネルギー（石炭、石油、原子力、天然
ガス）、再生可能エネルギー（水力、太陽光・
熱、風力、地熱、バイオマス、氷雪熱、温度差
熱、有機廃棄物、波力、海洋温度差熱等）につ
いて、グローバルな視野から、世界の先進地域
と日本のエネルギーに関する技術や政策などを
比較する。日本の国土の特色を活かすエネル
ギー政策が行われなければならない。
国家の財政規模や人口、国土の特色等違いは

あるが、デンマークやドイツなど、再生エネル
ギー比率を高めている国々から学ぶことが多い
と考える。

*『脱原発、再生
可能エネルギー
中心の社会へ』
（和田武、あけ
び書房、
2011.5）
*『原発と次世代
エネルギーの未
來が分かる本』
（漆原次郎、羊
泉社<、2011.6）
*『エネルギーと
私たちの社会
デンマークに学
ぶ成熟社会』
（ヨアン・S・ノ
ルゴー、ベン
テ・Ｌ・グリス
テンセン、新評
論、2002.4）

③エネルギー政策と技術



内容構成の観
点

内容例 参考文献

生命の安全と倫理
的観点

チェルノブイリ原発事故被災地の医療支援に携
わった医師の菅谷氏は、ICRP(国際放射線防護委員
会)の放射線による人体への影響（急性、晩発、遺
伝）基準を取り上げて、ここには内部被曝による
影響が抜け落ちていると指摘している。
文科省の新た出された放射線に関する副読本も、

「一度に100ミリシーベルト以下の放射線を人体が
受けた場合、放射線だけを原因としてがんなどの
病気になったという明確な証拠はありません」と
いう甘い見解を示し、内部被曝については食べ物
からの吸収程度で、その防御について全く記述し
ていない。
前掲の武田邦彦氏の被爆については少なくとも

３～４倍で計算して対応するという指摘や、菅谷
氏の内部被曝は体内での長期被爆になるという指
摘など、危険性を訴える見解をしっかり教える必
要がある。
後手後手の上に、未だに、甘い見通しや危険性

を明記しない教育内容を提示する文科省は、直ち
にその姿勢を改めなければならない。

*『子どもたちを放
射線から守るため
に』（菅谷昭、亜紀
書房、2011.6）
*『人間と環境への
低レベル放射能の脅
威』（ラルフ・グロ
イブ、アーネスト・
スターングラス、あ
けび書房）

④生命の安全と倫理的観点



6．公民科教育学概論における実践例

本年度(2012)前期の教職課程科目「公民科教育学概論」において、
学生には、原発事故の問題とマスメディアの問題を中心に授業案
をスライドとして作成させ、プレゼンを実施した。
以下、原発問題に関する発表を提示する。

①「放射線とは」
②「放射線と被ばく問題」
③「原発は本当に必要なのか」
④「原子力発電所と再生エネルギーについて考える」
⑤「原子力と再生可能エネルギー」
⑥「原発と再生可能エネルギー」
⑦「原子力推進教育の実態」
⑧「安全神話と教育」
⑨「震災がれきを受け入れるか」



7．まとめ

文科省の新旧副読本について資料を交え批判的
考察を行った上で、筆者の「命を守るエネルギー
資源教育」の枠組を示した。

そして、公民科教育学概論における学生の原発
問題に関する授業案スライドを紹介した。

今後は、後期の公民科内容学においても、継続
して授業案細案を作成させていく予定である。

筆者は、今後、原子力推進教育の書籍・ホーム
ページなどの批判的検討を進めると共に、先の枠
組に基づき、観点ごとの研究と実践を継続してい
く予定である。


